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1. 概要 

 
1.1 概要 

 

本アプリケーションノートは、弊社製 Renesas Synergy™ CPU ボードを用いて、Renesas Synergy™プラットフォーム対応

のプログラムを作成・動作確認するまでのチュートリアル資料です。 

各サンプルプログラムの内容や CPU ボードの特性については、各サンプルプログラム解説やハードウェアマニュアル、 

回路図をご覧ください。 

 

 

1.2 使用環境 

 

本アプリケーションノートの解説で用いる開発環境を以下に示します。 

各サンプルプログラムで使用されている環境のバージョンが異なる場合に画面の構成など多少違いがございますが、基本的な

使用方法は変わりません。 

本アプリケーションノートは、AP-S7G2-0A を基準に記載されておりますが、AP-S5D9-0A, AP-S3A7-0A の場合でも同様に

ご参照いただけます。 

（AP-S7G2-0A の設定のみ記述されている項目につきましては、ボード名、CPU 名をお使いのボードに合わせてください。） 

 

<e2 studio> 

ソフトウェア バージョン 備考 

e2 studio v2021-07 － 

SSP v2.1.0 Synergy Support Package 

GCC ARM Embedded v7.2.1 － 

AP-S7G2-0A 用 Custom BSP v2.1.0 - ap010000 － 

 

デバッガ ファームバージョン 備考 

J-Link v10 Segger Microcontroller Systems 社 

 

<Renesas Flash Programmer> 

ソフトウェア バージョン 備考 

Renesas Flash Programmer V.3.06.00 評価版使用可能 
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1.3 CPU ボード・スイッチ設定 

 

CPU ボードを動作させる際は、動作モードに応じてボード上のディップスイッチを設定する必要があります。 

 

(1) AP-S7G2-0A / AP-S5D9-0A 

 

   出荷時設定：「ボード上の SDRAM を使用する」および「シングルチップモード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) AP-S3A7-0A 

 

   出荷時設定：「シングルチップモード」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SDRAM 

OFF – ON 

BootMode 

SCI/USB-SGL 

SDRAM 

ON ：ボード上の SDRAM を使用する 

OFF：ボード上の SDRAM を使用しない 

BootMode 

SCI/USB：SCI ブートモード・USB ブートモード  

SGL   ：シングルチップモード 

（プログラム動作時やデバッガ使用時） 

JS
W

1 

JS
W

2 

BOOT 

SC/USB-SGL 

JS
W

1 
BOOT 

SC/USB：SCI ブートモード・USB ブートモード  

SGL   ：シングルチップモード 

（プログラム動作時やデバッガ使用時） 
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1.4 各 CPU ボードの資料に関して 

 

 

資料・サンプルプログラムは、弊社 Web サイトのボード紹介ページで公開されています。 

 

Synergy CPU ボードシリーズ https://www.apnet.co.jp/product/synergy/index.html 

AP-S7G2-0A 製品ページ   https://www.apnet.co.jp/product/synergy/ap-s7g2-0a.html 

AP-S5D9-0A 製品ページ   https://www.apnet.co.jp/product/synergy/ap-s5d9-0a.html 

AP-S3A7-0A 製品ページ   https://www.apnet.co.jp/product/synergy/ap-s3a7-0a.html 
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2. 機能 

 

2.1 サンプルプログラムの使用機能 

 

以下のサンプルプログラムを用いて、各機能の確認をすることができます。 

 

<AP-S7G2-0A> 

ドキュメント番号 サンプルプログラム 機能 

AN1802 UART サンプルプログラム UART 通信 

AN1803 USB FUNCTION サンプルプログラム USB FUNCTION 

AN1804 USB HOST サンプルプログラム USB HOST 

AN1805 CAN サンプルプログラム CAN 通信 

AN1806 Ethernet サンプルプログラム Ethernet 通信 

AN1807 QSPI サンプルプログラム QSPI 通信による QSPI Flash へのアクセス 

AN1808 SD サンプルプログラム SD カード 

AN1809 GUIX サンプルプログラム GLCDC、GUIX を用いた LCD 表示 

I2C による LCD-KIT 制御 

AN1811 LCD-KIT サンプルプログラム GLCDC、I2C による LCD-KIT 制御 

AN1827 WM-RP-10 サンプルプログラム SPI 通信による無線モジュール制御 

AN1831 TCP/IP サンプルプログラム TCP/IP ソケット通信 

 

 

<AP-S5D9-0A> 

ドキュメント番号 サンプルプログラム 機能 

AN1812 UART サンプルプログラム UART 通信 

AN1813 USB FUNCTION サンプルプログラム USB FUNCTION 

AN1814 USB HOST サンプルプログラム USB HOST 

AN1815 CAN サンプルプログラム CAN 通信 

AN1816 Ethernet サンプルプログラム Ethernet 通信 

AN1817 QSPI サンプルプログラム QSPI 通信による QSPI Flash へのアクセス 

AN1818 SD サンプルプログラム SD カード 

AN1820 LCD-KIT サンプルプログラム GLCDC、I2C による LCD-KIT 制御 

AN1828 WM-RP-10 サンプルプログラム SPI 通信による無線モジュール制御 

AN1830 TCP/IP サンプルプログラム TCP/IP ソケット通信 

 

 

<AP-S3A7-0A> 

ドキュメント番号 サンプルプログラム 機能 

AN1821 UART サンプルプログラム UART 通信 

AN1822 USB FUNCTION サンプルプログラム USB FUNCTION 

AN1823 CAN サンプルプログラム CAN 通信 

AN1824 SD サンプルプログラム SD カード 

AN1829 WM-RP-10 サンプルプログラム SPI 通信による無線モジュール制御 
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3. e2 studio を用いた動作方法 

 

本章では、e2 studio を使用して CPU ボードを動作させる方法を説明します。 

e2 studio および SSP（Synergy Software Package）につきましては、事前にインストール行ってください。 

 

3.1 サンプルプログラムの動作方法 

 

本節では、弊社で作成したサンプルプログラムの動作方法について説明いたします。 

 

3.1.1 インポート方法 

 

① e2 studio を起動し、ツールバーの［ファイル］→［インポート］を選択します。 
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② ［CMSIS Pack］を選択し［次へ］を選択し、サンプルプログラム内「\sample\CutomBSP」にある 

  pack ファイル「AlphaProject.ap_s7g2_0a.2.1.0-ap010000.pack」をインポートします。 

  すでに開発環境に pack ファイルをインポート済みである場合は、⑤へお進みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ［Import Synergy CMSIS Pack ウィンドウ］が表示されましたら、インポートする pack ファイル 

  「sample\ CustomBSP\ AlphaProject.ap_s7g2_0a.2.1.0-ap010000.pack」を選択してください。 
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④ ［終了］を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ もう一度ツールバーの［ファイル］→［インポート］を選択します。 
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⑥ ［既存のプロジェクトをワークスペースへ］を選択し [次へ」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦  [ルート・ディレクトリーの選択］を選択し、 [参照] からサンプルプログラムのフォルダを選択します。 
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⑧ [終了］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ ナビゲーションウィンドウにサンプルプログラムのプロジェクトが追加されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でプロジェクトのインポートは完了です。 
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3.1.2 ビルド方法 

 

 

① プロジェクトのコンフィギュレータファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  [BSP] タブを開きます。 
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③ [BSP]タブで [Board] が動作確認するサンプルプログラムに従って、下記の項目が選択されていることを確認します。 

 AP-S7G2-0A ： ap_s7g2_0a 

 AP-S5D9-0A ： ap_s5d9_0a 

 AP-S3A7-0A ： ap_s3a7_0a 
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④ [Pins] のタブを開き、端子設定ファイルの設定をします。 

動作確認するサンプルプログラムに従って、 [Select pin configuration] に下記のように端子設定ファイルが 

選択されていることを確認してください。 

・QSPI のサンプルを動作する場合 

 AP-S7G2-0A ： 「ap_s7g2_0a(QSPI_ON)_R7FS7G27H3A01CFC.pincfg」 

 AP-S5D9-0A ： 「ap_s5d9_0a(QSPI_ON)_R7FS5D97E3A01CFC.pincfg」 

 ※ SDHI 用端子設定ファイルではサンプルプログラムが動作しません。 

・QSPI 以外のサンプルを動作する場合 

 AP-S7G2-0A ： 「ap_s7g2_0a(SDHI_ON)_R7FS7G27H3A01CFC.pincfg」 

 AP-S5D9-0A ： 「ap_s5d9_0a(SDHI_ON)_R7FS5D97E3A01CFC.pincfg」 

 AP-S3A7-0A ： 「ap_s3a7_0a_R7FS3A77C3A01CFP.pincfg」 

 

 [Generate data] にチェックが入っており、「g_bsp_pin_cfg」が入力されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  [Generate Project Content] をクリックし、自動作成ファイルを出力して設定をプロジェクトに適用します。 
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⑥ ツールバーからビルドアイコンを選択します。 

  ビルドが成功すると、\Debug ワークフォルダにオブジェクトファイルが生成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e2 studio の詳細な使用方法に関しては、 e2 studio のマニュアルを参照してください。 

 

 

  

https://www.apnet.co.jp/


 

 

アプリケーションノート AN1826 
 

Alpha Project Co., Ltd. 

 

15 AN1826 Renesas Synergy™ 
開発チュートリアル 
©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

https://www.apnet.co.jp 

 

 

3.1.3 デバッグ方法 

 

① 「3.1.2 ビルド方法」を参考に、プロジェクトをビルドしてください。 

 

② ボード上のディップスイッチを設定します。 

サンプルプログラム動作時は、BootMode は「SGL」、SDRAM 搭載 CPU ボードは「SDRAM を使用する」に設定します。 

    

   <AP-S7G2-0A / AP-S5D9-0A> 

 

 

 

 

 

 

 

   <AP-S3A7-0A> 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ボードに電源を投入してください。 

 

④ プロジェクトを選択し、メニューバーから [デバッグの構成] を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDRAM 

JS
W

1 

OFF – ON 

BootMode 

JS
W

2 
SCI/USB-SGL 

JSW1：ON 

ボード上の SDRAM を使用する 

JSW2：SGL 

シングルチップモード 

BOOT 

JS
W

1 

SC/USB-SGL 

JSW1：SGL 

シングルチップモード 
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⑤ [Renesas GDB Hardware Debug] を選択後、 [新規の起動構成] をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 新規作成されたデバッグ構成を選択し［メイン］タブを開き、各項目を以下のように設定してください。 

  （図は「ap_s7g2_0a_sample_can」をデバッグする際の例です。） 

 [名前]：任意の値を入力。 

 [プロジェクト]：「参照」ボタンを押し、プロジェクトを選択。 

 [C/C++アプリケーション]：「プロジェクトの検索」ボタンを押し、ビルドで生成した elf ファイルを選択。 
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⑦  [Debugger] タブを選択し、 [Debug hardware] に [J-Link ARM] を設定し、 [Target Device] に以下を選択します。 

  AP-S7G2-0A の場合：R7FS7G27H 

  AP-S5D9-0A の場合：R7FS5D97E 

  AP-S3A7-0A の場合：R7FS3A77C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧  [デバッグ] を選択します。 
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⑨ ボードとの接続が完了したらプログラムを実行し、サンプルプログラムを動作させてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ プログラムの動作が確認できましたら、CPU ボードへのプログラムのダウンロードも完了しています。 

  以降、電源投入によりダウンロードされたプログラムの動作が開始されます。 

 

各プログラムの動作については、デバッグしているサンプルプログラムのアプリケーションノートをご参照ください。 
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4. e2 studio を用いた新規プロジェクト作成方法 

 

本章では、e2 studio で CPU ボード用プログラムを作成する方法を説明します。 

「4.1 LED 点滅プログラムの作成例（Blinky）」では、LED の点滅を行う Blinky のプロジェクトを作成します。 

また、「4.2 UART プログラムの作成例」および「4.3 USB FUNCTION プログラムの作成例」では、Synergy プロジェク

トコンフィギュレータを使用したプロジェクトの作成例として、弊社製サンプルプログラムの作成方法を説明します。 

また、本章では、図中の選択・実行する必要のある箇所を赤色枠     、結果の確認をする箇所を橙色枠     で 

示します。 

 

 

4.1 LED 点滅プログラムの作成例（Blinky） 

 

本節では、AP-S7G2-0A の Blinky プロジェクト（LED の点滅を行うプログラム）の作成方法を説明します。 

AP-S5D9-0A や AP-S3A7-0A をご使用の場合は、適宜読み替えて行ってください。 

 

① e2 studio のメニューから、 [ファイル] – [新規] – [Renesas C/C++ Project] - [Renesas Synergy] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.apnet.co.jp/


 

 

アプリケーションノート AN1826 
 

Alpha Project Co., Ltd. 

 

20 AN1826 Renesas Synergy™ 
開発チュートリアル 
©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

https://www.apnet.co.jp 

 

 

②  [Renesas Synergy C Executable Project] を選択し、 [次へ] を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  [Project name] に任意のプロジェクト名を入力します（ここでは「blinky_test」とします）。 

  入力後、 [次へ] を押して次へ進みます。 
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④  [SSP version] が [2.1.0] であることを確認し、 [Board] から [ap_s7g2_0a] を選択します。 

  （選択肢に [ap_s7g2_0a] が見つからない場合、「3.2.1 インポート方法」を参考にサンプルプログラム内の 

   Custom BSP をインポートしてください。） 

  Toolchain の設定では、 [Toolchain version] に使用する Toolchain バージョン（図中では [7.2.1.20170904]）を、 

   [Debugger] には [J-Link ARM] をそれぞれ設定してください。 

  設定後、 [次へ] を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ テンプレートとして [Blinky with ThreadX] を選択し、 [終了] を押して設定を終了します。 
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⑥ プロジェクトが作成されました。 

  AP-S7G2-0A 上の LED が点滅するプログラムが生成されていますので、ビルドを行います。 

  以上で Blinky プロジェクトの作成は完了です。 

  「3.1.3 デバッグ方法」を参考に、ボード上の LED が点滅することを確認してください。 
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4.2 UART プログラムの作成例 

 

本節では、AP-S7G2-0A で動作する UART のプログラムを例に、プロジェクトの作成方法を説明します。 

AP-S5D9-0A や AP-S3A7-0A をご使用の場合は、適宜読み替えて行ってください。 

なお、プログラムのアプリケーション部のソースコードは、サンプルプログラムのソースコードを利用します。 

 

 

① プロジェクトを作成します。 

「4.1  LED 点滅プログラムの作成例（Blinky）」①～④を参考に、Custom BSP を用いて弊社ボード用のプロジェクトを

作成してください（プロジェクト名は「sample_uart」として説明します）。 

  プロジェクトのテンプレートは [BSP] を選択し、 [終了] を押してプロジェクトを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② プロジェクトが作成されました。 

  以降では、Synergy プロジェクトコンフィギュレータでプロジェクトの設定を行います。 
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③  [Threads] タブを開きます。この画面で、HAL ドライバやフレームワークの追加や設定をします。 

   [New Stack] を押して、 [Driver] - [Connectivity] - [UART Driver on r_sci_uart] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ UART のモジュールが追加され、下図の橙色の枠のように、UART Driver が画面に表示されます。 

  [g_uart0 UART Driver on r_sci_uart] のモジュールをクリックすると、モジュールのプロパティがプロパティビューに 

  表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティが見つからない場合は、ツールバーの [ウィンドウ] - [ビューの表示] - [プロパティー] で表示できます。 
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⑤  [g_uart0 UART Driver on r_sci_uart] のモジュールをクリックすると、そのプロパティがプロパティビューに 

  表示されます。 

  表示されたプロパティのうち、以下の太字・赤文字の箇所を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ 値 備考 

▼Common   

 External RTS Operation Disable  

 Reception Enable  

 Transmission Enable  

 Parameter Checking Default (BSP)  

▼Module g_uart0_UART  Driver on ...  以下の設定をすると名前が変わります 

 Name g_uart4 default：g_uart0 

 Channel 4 default：0 

 Baud Rate 9600  

 Data Bits 8bits  

 Parity None  

 Stop Bits 1bit  

 CTS/RTS Selection RTS (CTS is disabled)  

 Name of UART callback function to be 

defined by user 

user_uart4_callback default：user_uart_callback 

 Name of UART callback function for the 

RTS external pin control to be defined ... 

NULL  

 Clock Source Internal Clock  

 Baudrate Clock Output from SCK pin Disable  

 Start bit detection Falling Edge  

 Noise Cancel Disable  

 Bit Rate Modulation Enable Enable  

 Receive FIFO Trigger Level Max  

 Receive Interrupt Priority Priority 4 default：Priority 12 

 Transmit Interrupt Priority Priority 4 default：Priority 12 

 Transmit End Interrupt Priority Priority 4 default：Priority 12 

 Error Interrupt Priority Priority 4 default：Disabled 
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プロパティ 値 備考 

 Baudrate Percent Error 2.0  

 UART Communication Mode RS232  

 UART RS485 Communication Mode Half Duplex  

 RS485 DE Port 09  

 RS485 DE Pin 14  

 

 

⑥ 今回は特に設定する必要はありませんが、続けて他のモジュールを設定することもあります。 

  適宜必要な設定を全て行った後に、[Generate Project Content] をクリックしてください。 

  自動作成ファイルが出力されて設定がプロジェクトに適用されます。 
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⑦ プロジェクトの「src」フォルダの「～.c」「～.h」ファイルを、UART サンプルプログラムの「src」フォルダ内に 

  コピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 以上で UART のプロジェクトが完成しました。ビルド後、動作を確認してください。 

  なお、このプログラムの動作に関しては、UART サンプルプログラム解説のアプリケーションノートを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

UARTサンプルプログラムのsrcフォルダ 

プロジェクトの src フォルダ 

コピー 
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4.3 USB FUNCTION プログラムの作成例 

 

本節では、AP-S7G2-0A で動作する USB FUNCTION のプログラムを例に、プロジェクトの作成方法を説明します。 

AP-S5D9-0A や AP-S3A7-0A をご使用の場合は、適宜読み替えて行ってください。 

なお、プログラムのアプリケーション部のソースコードは、サンプルプログラムのソースコードを利用します。 

 

 

① 「4.2 UART プログラムの作成例」①を参考に新規プロジェクトを作成してください。 

（プロジェクト名は「sample_usbf」として説明します。） 

 

② Synergy プロジェクトコンフィギュレータの設定を行います。 

   [Threads] タブを開き、 [New Thread] をクリックして新しいスレッドを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 新しいスレッドが追加され、Threads ウィンドウ内に [New Thread] が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.apnet.co.jp/


 

 

アプリケーションノート AN1826 
 

Alpha Project Co., Ltd. 

 

29 AN1826 Renesas Synergy™ 
開発チュートリアル 
©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

https://www.apnet.co.jp 

 

 

③  [New Thread] に HAL ドライバやフレームワークを追加していきます。 

 [New Thread] を選択した上で [New Stack] を押して、 [X-ware] – [USBX] – [Device] – [Classes] – 

 [CDC-ACM] – [USBX Device Class CDC-ACM] を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「New Thread」に USBX のモジュールが追加され、下図の橙色の枠のように USBX Device Class CDC-ACM が画面に表

示されます。 
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⑥  [USBX Device Configuration] のプロパティを開き、以下の赤文字の項目を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ 値 備考 

▼Common   

 Composite Device Disable  

▼Module USBX Device Configuration   

 Vendor ID 0x0D91 default：0x045B 

 Product ID 0x2028 default：0x0000 

 Device Release Number 0x0000  

 Index of Manufacturer String Descriptor 0x00  

 Index of Product String Descriptor 0x00  

 Index of Serial Number String Descriptor 0x00  

 Class Code Miscellaneous default：Communications(CDC) 

 Index of String Descriptor describing... 0x00  

 Size of USB Descriptor in bytes for this... 0x00  

 Number of Interfaces (Modify this ... 0x00  

 Self-Powered Enable  

 Remote Wakeup Disable  

 Maximum Power Consumption (in ... 50  

 Supported Language Code 0x0409  

 Name of USBX String Framework NULL  

 Total index number of USB String ... 0  

 Name of USBX Language Framework NULL  

 Number of Languages to support (US ... 0  

 Name of generated initialization function ux_device_init0  

 Auto Initialization Enable  
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⑦  [Add USBX Port DCD] を選択し、[New] - [USBX Port DSD on sf_el_ux for USBFS] を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 追加された [USBX Port DSD on sf_el_ux for USBFS] のプロパティを設定します。表示されたプロパティのうち、 

以下の赤文字の項目を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ 値 備考 

▼Common   

 Full Speed Interrupt Priority Priority 3 default：Disabled 

 LDO Regulator(Only for S3 and S1 ... Disabled  

▼Module g_sf_el_ux_dsd_fs_0 USBX Port ...   

 Name g_sf_el_ux_dcd_fs_0  

 USB Controller Selection USBFS  

 

設定する必要のあるモジュールは以上です。その他のモジュールはデフォルト設定で使用します。 
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⑨  [New Thread] にオブジェクトを追加します。 

   [New Thread] をクリックした後、 [New Thread Objects] の [New Object] – [Event Flags] を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 追加した [Event Flag] のプロパティを設定します。表示されたプロパティのうち、以下の赤文字の項目を変更して 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ 値 備考 

Name CDCACM Active Event Flags default：New Event Flags 

Synbol g_cdcacm_activate_event_flags0 default：g_new_event_flags0 
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⑪ [Generate Project Content] をクリックし、自動作成ファイルを出力して設定をプロジェクトに適用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ プロジェクトの「src」フォルダに、USB FUNCTION サンプルプログラムの「src」フォルダ内のファイルを 

コピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 以上で USB FUNCTION プロジェクトが完成しました。ビルド後、動作を確認してください。 

なお、このプログラムの動作に関しては、USB FUNCTION サンプルプログラム解説のアプリケーションノートを 

参照してください。 

 

 

 

 

 

 

  

プロジェクトの src フォルダ USB FUNCTION サンプルプログラムの 

src フォルダ 

コピー 
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4.4 補足（端子設定ファイルの選択） 

 

AP-S7G2-0A と AP-S5D9-0A では、QSPI 用と SDHI 用の 2 つのピンコンフィグファイルを用意しています。 

端子設定ファイルの設定は、 [Pins] タブで行います。 

QSPI Flash を使用する場合は QSPI 用を、使用しない場合は SDHI 用を選択してください。 

（Custom BSP を使用したプロジェクトは、デフォルトでは SDHI 用が設定されています。） 

 

端子設定ファイルの変更方法を、SDHI 用端子設定ファイルから QSPI 用端子設定ファイルに変更する例を元に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  [Generate data] の入力欄をクリアし、チェックを外します。 

 

 

 

 

 

 

 

② QSPI 用の端子設定ファイルを選択し、[Generate data] にチェックを入れて入力欄に「g_bsp_pin_cfg」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 設定は完了です。 [Generate Project Content] をクリックして、設定をプロジェクトに反映させてください。 
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5. Renesas Flash Programmer を使用した書き込み 

 

本章では、CPU ボードに Renesas Flash Programmer を使用してプログラムを書き込む方法を説明します。 

 

5.1 USB インタフェースを使用した書き込み方法 

 

① CPU ボードを USB ブートモードのボード設定に変更し、CPU ボードと PC を USB ケーブルで接続します。 

 

(1) AP-S7G2-0A / AP-S5D9-0A 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) AP-S3A7-0A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② CPU ボードの電源を入れます。 

 

③ Renesas Flash Programmer（以下、RFP と記述します）を起動します。 

④ RFP を起動すると、以下のようなウィンドウが表示されますので、「ファイル(F)」メニューの「新しいプロジェクトを

作成(N)...」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

JSW2：SCI/USB 

JS
W

1 

BootMode 

SCI/USB-SGL 

JS
W

2 

AP-S7G2-0A / AP-S5D9-0A の 
JSW1 の設定は 不問 です。 

BOOT 

SC/USB-SGL 

JS
W

1 

JSW1：SCI/USB 
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⑤ 新しいプロジェクトの作成ウィンドウが表示されますので、プロジェクトの設定を行います。 

  設定後、 [接続(O)] を押して接続を開始してください。 

 

<プロジェクト情報>   

・ マイクロコントローラ(M) ：  [Renesas Synergy] を選択します。 

・ プロジェクト名(N) ： 任意のプロジェクト名を設定します。 

（ここでは例として、「ap_s7g2_rfp」を入力しています。） 

・ 作成場所(F) ： [参照(B)]ボタンを押し、任意の保存先を設定します。 

（ここでは例として「C:\workspace\synergy」を選択しています。） 

<通信>   

・ ツール詳細(D)... ： [ツール詳細(D)] ボタンを押して設定ウィンドウを開きます。 

COM の一覧から [Synergy USB Boot] を選択し、 [OK] を押します。 

（COM ポートの番号は環境により異なります。） 

    

USB Direct が動作しない場合、USB ブート用ドライバが誤認識されている可能性があります。 

詳細は RFP のユーザーズマニュアルをご覧ください。 
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⑥ RFP のメイン画面が表示されます。 

   プログラムファイルの[参照]ボタンをクリックし、書き込むファイルを選択します。 

   FlashROM に書き込むファイルは、実行したいビルドモードのフォルダ（Debug）内の.srec ファイルを指定します。 

  （図は、AP-S7G2-0A 用 UART サンプルプログラムの.srec ファイルです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ファイルの指定後、一度電源を切断し、再投入します。 

 

⑧  [スタート] ボタンを押して書き込みを開始します。 
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⑨ プログレスバーが表示され、書き込みの進捗に合わせて変化します。 

 

⑩ プログレスバーの表示が消え、メイン画面に [正常終了] と表示されれば、正常に書き込みが終了しています。 

   CPU ボードの電源を切り、その後 RFP を終了します。 

   以上で FlashROM の書き込みは終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ CPU ボードをサンプルプログラム動作時のボード設定に変更し、再度電源を投入してサンプルプログラムが動作するこ

とを確認します 

    

   <AP-S7G2-0A / AP-S5D9-0A> 

 

 

 

 

 

 

 

   <AP-S3A7-0A> 

 

 

 

 

 

 

 

 

再度同じ設定でファイルを書き込む際は、同じプロジェクトを開くことで⑧から作業を開始できます。 

その他の機能など RFP の詳細につきましては、RFP のユーザーズマニュアルを参照してください。 

 

注意：プロジェクトは、設定時に接続していた CPU に対応しています。異なる CPU の書き込みには使用できません。 

   例えば、AP-S7G2-0A と接続して作成した RFP のプロジェクトを使用して AP-S5D9-0A に書き込むことは 

できませんので、AP-S5D9-0A 用にプロジェクトを新規作成してください。 

  

SDRAM 

JS
W

1 

OFF – ON 

BootMode 

JS
W

2 

SCI/USB-SGL 

JSW1：ON 

ボード上の SDRAM を使用する 

JSW2：SGL 

シングルチップモード 

BOOT 

JS
W

1 

SC/USB-SGL 

JSW2：SGL 

シングルチップモード 

https://www.apnet.co.jp/


 

 

アプリケーションノート AN1826 
 

Alpha Project Co., Ltd. 

 

39 AN1826 Renesas Synergy™ 
開発チュートリアル 
©2023 Alpha Project Co., Ltd. 

https://www.apnet.co.jp 

 

 

 

版数 更新日 改定内容 

1.0 版 

2.0 版 

2.1 版 

3.0 版 

3.1 版 
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2021/11/10 

2023/10/02 

新規作成 

EWARM 環境の記述を削除 

SSP バージョンを v1.4.0 から v1.7.8 へ更新 

SSP バージョンを v1.7.8 から v2.1.0 へ更新 

住所を更新 
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・Synergy Software Package は、ルネサス エレクトロニクス株式会社の登録商標、商標または商品名称です。 

 

・その他の会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

ご注意 

 

・ 本文書の著作権は株式会社アルファプロジェクトが保有します。 

・ 本文書の内容を無断で転載することは一切禁止します。 

・ 本文書に記載されているサンプルプログラムの著作権は株式会社アルファプロジェクトが保有します。 

・ 本サンプルプログラムで使用されているミドルウェアおよびドライバの著作権はルネサス エレクトロニクス株式会社が保有します。 

・ 本文書に記載されている内容およびサンプルプログラムについてのサポートは一切受け付けておりません。 

・ 本文書の内容およびサンプルプログラムに基づき、アプリケーションを運用した結果、万一損害が発生しても、弊社では一切責任を負い

ませんのでご了承ください。 

・ 本文書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点、誤りなどお気付きの点がありましたら弊社までご連絡く

ださい。 

・ 本文書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。 
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